
 

36  

昭
和
五
十
三
年
五
月
十
三
日
提
出 

質

問

第

三

六

号 

  

右
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一 

 



 

本
年
四
月
二
十
八
日
に
総
理
府
統
計
局
が
発
表
し
た
三
月
分
の
統
計
に
よ
る
と
、
沖
繩
県
の
完
全
失
業
者
は
三

万
二
千
人
、
完
全
失
業
率
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録
し
、
全
国
平
均
の
約
三
倍
と
い
う
高
い
数
字
を
示
し
て
い

る
。 本

年
二
月
の
沖
繩
県
全
体
の
求
職
倍
率
も
一
〇
・
二
倍
に
達
し
て
お
り
、
例
え
ば
那
覇
市
の
職
業
安
定
所
で 

 

は
、
求
職
者
一
万
二
百
四
十
四
人
の
う
ち
就
職
で
き
た
の
は
わ
ず
か
三
百
七
十
六
人
（
う
ち
県
外
就
職
二
百
五
十

九
人
）
と
い
う
状
態
で
あ
る
。 

失
業
者
の
大
半
は
、
三
十
五
歳
未
満
の
若
年
層
と
四
十
歳
以
上
か
ら
五
十
四
歳
未
満
の
中
高
年
層
で
、
な
か
で

も
若
年
層
は
全
体
の
失
業
者
の
半
分
を
占
め
て
い
る
。 

 
言
う
ま
で
も
な
く
、
か
か
る
失
業
の
深
刻
な
事
態
は
今
に
始
ま
つ
た
こ
と
で
は
な
く
昭
和
四
十
七
年
の
沖
繩
復 

沖
繩
県
の
雇
用
及
び
失
業
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

帰
か
ら
今
日
ま
で
な
ん
ら
解
決
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
続
い
て
お
り
、
失
業
が
「
慢
性
化
」
さ
え
し
て
い
る
。 

一 

沖
繩
県
の
失
業
の
原
因
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
ア
メ
リ
カ
が
沖
繩
基
地
を
ア
ジ
ア
最
大
の
軍
事
拠
点
と
位
置
付

け
、
そ
の
再
編
、
合
理
化
を
進
め
る
た
め
基
地
労
働
者
を
一
方
的
に
大
量
解
雇
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。 

し
か
も
、
沖
繩
県
は
海
洋
博
後
の
需
要
落
込
み
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
特
に
最
近
の
円
高
な
ど
長
期
不
況
の
影
響
を

最
も
強
く
受
け
、
中
小
企
業
の
倒
産
も
相
次
ぐ
な
ど
雇
用
、
失
業
情
勢
は
一
層
悪
化
し
て
い
る
。 

沖
繩
県
に
お
け
る
雇
用
、
失
業
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
復
帰
か
ら
昨
年
末
ま
で
の
軍
解
雇
者
数
が
一
万
四
百
七
十
八
人
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
み
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

し
か
も
、
も
と
も
と
沖
繩
県
の
経
済
は
、
二
十
七
年
間
に
わ
た
る
異
民
族
の
軍
事
支
配
の
も
と
で
第
三
次
産

業
中
心
の
い
び
つ
な
形
に
と
ど
め
ら
れ
て
き
た
う
え
、
復
帰
後
六
年
を
経
過
し
た
今
も
産
業
活
動
に
と
つ
て
欠 

四 

 



 

二 

失
業
多
発
地
域
で
あ
る
沖
繩
県
に
お
い
て
、
と
り
あ
え
ず
政
府
は
、
失
業
手
当
の
新
設
等
、
失
業
給
付
の
改

善
に
よ
る
失
業
者
の
生
活
保
障
及
び
公
共
事
業
の
拡
大
、
失
業
対
策
諸
事
業
の
統
合
、
拡
充
に
よ
り
失
業
者
の

就
労
機
会
の
拡
大
を
図
る
な
ど
緊
急
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
て
政
府
が
、
復
帰
後
県
民
本
位
の
産
業
、
経
済
の
施
策
を
十
分
に
講
じ
て
こ
な
か
つ

た
た
め
に
農
業
や
第
二
次
産
業
の
振
興
が
著
し
く
遅
れ
、
県
内
の
雇
用
機
会
を
極
め
て
少
な
く
し
て
い
る
と
考

え
る
。 

こ
こ
に
沖
繩
県
の
失
業
を
深
刻
に
し
「
慢
性
化
」
さ
せ
て
い
る
根
本
原
因
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
土
地
や
財
産
が
米
軍
基
地
に
奪
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本
年
一
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
私
の
質
問
に
対
し
て
藤
井
労
働
大
臣
は

「
沖
繩
等
の
失
業
多
発
地
帯
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
種
の
援
護
措
置
の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
広
域
職
業
紹
介
を 

五 

 



 

三 

本
年
一
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
ま
た
私
の
同
じ
質
問
に
対
し
て
藤
井
労
働
大
臣
は
「
公
共
事
業

に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
律
に
基
づ
く
失
業
者
吸
収
率
制
度
を
、
沖
繩
に
お
い
て
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
積
極
的

に
活
用
す
る
等
に
よ
つ
て
、
失
業
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

確
か
に
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
特
に
深
刻
な
沖
繩
県
の
雇 

用
、
失
業
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
同
法
第
三
十
九
条
に
は
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
な
ど
に
就

労
す
る
労
働
者
の
う
ち
無
技
能
労
働
者
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
失
業
者
を
使
用
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
失
業 

実
施
す
る
な
ど
に
よ
り
、
失
業
者
の
再
就
職
の
促
進
を
図
つ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
中
高
年

齢
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
て
は
、（
略
）
新
し
い
助
成
措
置
に
よ
つ
て
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
た
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
。 

「
中
高
年
齢
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
す
る
助
成
措
置
」
の
ほ
か
は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
特
に
目
新
し
い
施

策
は
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
こ
れ
で
雇
用
拡
大
が
効
果
的
に
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

六 

 



 

四 

沖
繩
県
労
働
商
工
部
で
は
、
こ
の
「
失
業
者
吸
収
率
制
度
」
が
活
用
で
き
て
い
な
い
問
題
点
と
し
て
、
①
公
共

職
業
安
定
所
に
対
し
て
公
共
事
業
を
施
行
す
る
業
者
が
提
出
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
使
用
労
働
者
数
な
ど
を 

こ
の
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
す
で
に
六
年
を
経
過
し
、
国
会
で
も
何
度
か
指
摘
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
つ
た
と
い
う
の
は
何
故
か
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
の
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
失
業
者
の
就
労
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
は
、
労

働
省
の
谷
口
労
働
大
臣
官
房
審
議
官
は
「
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
決
ま
つ
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど
活

用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。 

者
吸
収
率
制
度
」
の
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

積
極
的
な
活
用
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
具
体
的
措
置
を
講
じ
た
の
か
。 

七 

 



 

五 

「
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
就
職
促
進
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
」
第
二
条
で
、
国
又
は
地

方
公
共
団
体
等
（
そ
の
事
業
を
施
行
す
る
者
も
含
む
。
）
は
、
事
業
開
始
前
（
緊
急
の
場
合
は
事
業
開
始
後
）
に
事

業
に
使
用
す
べ
き
労
働
者
数
を
職
種
別
に
公
共
職
業
安
定
所
に
通
知
す
る
こ
と
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
使
用
労
働
者
数
」
の
通
知
状
況
が
悪
い
と
い
う
の
は
、
所
管
省
の
指
導
、
監
督
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
か
。 

記
載
し
た
「
施
行
通
知
書
」
の
提
出
状
況
が
悪
い
。
②
職
業
安
定
所
と
発
注
機
関
（
国
、
県
、
市
町
村
な
ど
）
の
連

絡
が
十
分
で
な
い
。
③
施
行
業
者
の
機
械
化
な
ど
に
よ
つ
て
一
工
事
当
た
り
の
無
技
能
労
働
者
の
使
用
数
が
減

少
し
て
い
る
う
え
、
不
況
の
反
映
で
手
持
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
指
摘
を
し
て
い
る
。 

ま
た
、
施
行
業
者
に
手
持
労
働
者
が
増
加
し
失
業
者
の
吸
収
率
が
悪
く
な
つ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ

に
対
し
て
は
ど
う
い
う
具
体
的
な
施
策
を
講
ず
る
の
か
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
様
の
認
識
を
持
つ
て
い
る
の
か
。 

八 

 



 

六 
「
失
業
者
吸
収
率
制
度
」
の
積
極
的
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
職
員
の
適
切
な
配
置
を
含
む
必
要
な
態
勢
を
と

り
、
指
導
、
監
督
を
強
め
る
と
と
も
に
、
公
共
職
業
安
定
所
と
国
及
び
地
方
公
共
団
体
な
ど
発
注
機
関
と
の
連

絡
を
十
分
と
る
べ
き
で
あ
る
。 

七 

沖
繩
県
に
お
い
て
は
、
失
業
者
の
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
も
公
共
事
業
の
拡
大
を
図
つ
て
い
く
こ

と
は
、
特
に
重
要
だ
と
考
え
る
。 

公
共
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
県
民
の
福
祉
、
生
活
向
上
に
役
立
つ
雇
用
効
果
（
失
業
吸
収
率
）
の
高
い
事

業
で
、
し
か
も
全
国
と
比
べ
て
立
遅
れ
の
著
し
い
医
療
施
設
、
学
校
、
保
育
所
、
身
心
障
害
児
の
た
め
の
福
祉

施
設
な
ど
の
拡
充
、
整
備
事
業
に
も
今
後
重
点
を
置
く
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

ま
た
、
施
行
業
者
が
公
共
職
業
安
定
所
に
対
し
「
使
用
労
働
者
数
」
を
通
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
な
ど
の
発
注
機
関
も
施
行
業
者
と
の
契
約
時
に
当
該
業
者
の
「
使
用
労
働
者
数
」
を
把
握
し
て
、
公
共

職
業
安
定
所
へ
通
知
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

九 

 



 

八 

昭
和
五
十
三
年
度
の
沖
繩
県
交
通
方
法
変
更
関
係
予
算
は
、
総
額
で
百
三
十
八
億
六
千
三
百
万
円
で
あ
る
（
昭

和
四
十
九
年
度
か
ら
五
十
三
年
度
ま
で
の
総
額
百
九
十
三
億
三
千
六
百
万
円
）
。 

ま
た
、
下
水
道
の
建
設
、
河
川
の
改
修
、
公
園
、
排
水
溝
や
生
活
道
路
の
整
備
、
低
家
賃
公
共
住
宅
の
建 

 
 

設
、
治
山
治
水
、
造
林
、
水
資
源
開
発
な
ど
生
活
密
着
型
の
公
共
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
具
体
的
な
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

昨
年
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
も
、
沖
繩
開
発
庁
の
亀
谷
総

務
局
長
は
「
で
き
る
だ
け
地
場
労
働
雇
用
に
資
す
る
よ
う
執
行
率
を
あ
げ
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

失
業
者
吸
収
、
県
内
企
業
へ
の
優
先
的
発
注
と
い
う
点
で
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
措
置
を
講
じ
て
き
た
の 

 

か
。 こ

の
う
ち
交
通
方
法
変
更
に
伴
う
公
共
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
失
業
者
の
吸
収
、
県
内
企
業
へ
の
優
先
的
発

注
な
ど
の
面
で
十
分
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

一
〇 

 



 

九 

公
共
事
業
の
発
注
に
つ
い
て
は
失
業
、
雇
用
対
策
の
面
か
ら
も
県
内
企
業
に
資
す
る
よ
う
優
先
し
て
行
う
べ

き
で
あ
る
。 

例
え
ば
沖
繩
県
当
局
が
行
つ
た
土
木
・
建
設
関
係
の
昭
和
五
十
一
年
度
県
内
、
県
外
別
発
注
状
況
は
、
全
体

の
発
注
件
数
が
八
百
六
十
二
件
で
、
そ
の
う
ち
県
内
企
業
八
百
三
十
七
件
、
県
外
企
業
二
十
五
件
と
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
を
県
内
企
業
に
発
注
し
て
い
る
。 

も
し
、
こ
の
こ
と
が
事
実
な
ら
ば
、
公
共
事
業
を
拡
大
し
て
も
そ
れ
が
必
ず
し
も
県
内
企
業
に
資
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
つ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
二
年
度
上
半
期
で
国
が
行
つ
た
公
共
事
業
は
、
県
外
企
業
が
五
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

公
団
、
公
社
に
い
た
つ
て
は
県
外
企
業
が
七
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
結
果
、
ど
う
い
う
効
果
を
あ
げ
て
き
た
の
か
。 

現
在
、
公
共
事
業
の
発
注
状
況
は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
。 

一
一 

 



 

十 

国
が
行
う
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
半
が
本
土
大
企
業
や
地
元
大
企
業
に
発
注
さ
れ
て
い
る
と
い
う
批
判

も
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
本
年
二
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、

沖
繩
開
発
庁
の
美
野
輪
振
興
局
長
は
「
中
小
企
業
の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
（
略
）
、
で
き
る
だ
け
そ
の
発
注

を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
力
し
て
き
た
」
と
答
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
ど
う
い
う
措
置
を
講 

中
小
零
細
企
業
の
受
注
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
分
割
入
札
、
共
同
受
注
な
ど
の
方
法
を
講
じ
仕
事
を
保
障

す
べ
き
で
あ
る
。 

も
し
、
そ
の
と
お
り
発
注
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

ま
た
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
ど
う
い
う
施
策
を
講
ず
る
つ
も
り
か
。 

従
つ
て
、
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
県
内
の
中
小
零
細
企
業
に
対
し
て
も
発
注
す
べ
き
で
あ
る
。 

県
内
企
業
に
優
先
的
に
発
注
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
二 

 



 

十
一 

沖
繩
県
労
働
商
工
部
の
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
公
共
事
業
で

吸
収
さ
れ
た
失
業
者
数
は
、
わ
ず
か
に
千
八
百
三
十
四
人
（
昭
和
五
十
一
年
度
月
平
均
の
完
全
失
業
者
数
二
万

六
千
人
）
で
あ
る
。 

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
の
「
労
働
大
臣
は
沖
繩
県
知
事
の
意
見

を
聞
い
て(

略)

就
業
の
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
の
事
業
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ
る
規
定
を
踏
ま
え
て
、
「
就
業
の
機
会 

じ
て
努
力
し
て
き
た
の
か
。 

従
つ
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
失
業
者
に
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、「
失
業
者
吸
収
率
制
度
」
の

活
用
、
公
共
事
業
の
拡
大
と
同
時
に
失
業
者
が
安
定
し
た
雇
用
に
つ
く
ま
で
の
間
、
失
業
者
対
策
を
目
的
と
し

た
「
公
的
就
労
事
業
」
を
お
こ
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。 

そ
の
結
果
ど
う
い
う
効
果
を
あ
げ
た
の
か
、
今
後
さ
ら
に
ど
う
い
う
措
置
を
講
じ
て
い
く
の
か
。 

一
三 

 



 

十
二 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
の
規
定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
今
日

ま
で
「
就
業
の
機
会
を
図
る
た
め
の
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
実
施
さ
れ
て
こ
な
か
つ
た
。 

の
増
大
を
図
る
た
め
」
の
な
ん
ら
か
の
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

昭
和
五
十
一
年
五
月
、
労
働
省
は
同
法
第
三
十
八
条
に
基
づ
き
「
沖
繩
県
の
労
働
者
の
職
業
安
定
の
た
め
の

計
画
」
を
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
策
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
計
画
に
さ
え
「
就
労
の
機
会
を
図
る
た
め
の
事
業
」
の
実

施
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
た
め
に
、
失
業
者
の
要
求
や
実
態
の
把
握
は
も
と
よ
り
、
沖
繩
県
に
お
い
て
は
ど
う
い
う
種
類
の
事
業

が
適
切
か
つ
可
能
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
も
沖
繩
県
当
局
を
は
じ
め
地
元
関
係

者
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
の
事
前
調
査
を
実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
に
基
づ
く
「
就
業
の
機
会
を
図
る
た
め
の
事
業
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
実
施
は
も
と
よ
り
計
画
さ
え
策
定
し
な
か
つ
た
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
四 

 



 

十
三 
沖
繩
県
全
体
の
完
全
失
業
者
の
う
ち
四
十
歳
か
ら
五
十
四
歳
未
満
の
中
高
年
齢
者
は
、
本
年
二
月
で
二

〇
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
軍
解
雇
者
で
あ
る
。
中
高
年
齢
の
失
業
者
に
つ
い
て 

 

は
、
県
内
就
職
は
も
と
よ
り
年
齢
や
生
活
要
件
な
ど
不
利
な
条
件
も
重
な
つ
て
県
外
へ
の
就
職
も
容
易
で
な 

く
、
再
就
職
が
極
め
て
困
難
な
状
態
に
あ
る
。 

特
に
中
高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
十
八
日
の
参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
に
お
い

て
「
沖
繩
の
特
殊
事
情
を
も
配
慮
し
つ
つ
、
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
及
び
福
祉
に
つ
き
遺
憾
な
き
を
期
す
る
こ

と
」
と
の
附
帯
決
議
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
き
た
の
か
、
特
に
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
も
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

中
高
年
齢
失
業
者
に
対
し
て
は
、
就
職
促
進
の
た
め
の
各
種
援
護
措
置
の
改
善
を
は
じ
め
職
業
紹
介
、
職
業

訓
練
の
拡
充
、
強
化
な
ど
の
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

一
五 

 



 

十
四 

中
高
年
齢
失
業
者
に
対
し
て
も
「
就
業
の
機
会
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
事
業
の
実
施
」
は
緊
急
を
要
す
と

考
え
る
。 

沖
繩
県
の
場
合
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
及
び
同
法
第
三
十
九
条
の
制
定
に
よ
つ
て
、「
中

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
第
二
十
一
条
（
特
定
地
域
に
お
け
る
措
置
と
し
て
中
高
年

齢
失
業
者
に
対
す
る
就
業
の
機
会
を
増
大
す
る
た
め
の
計
画
、
実
施
な
ど
）
及
び
同
法
第
二
十
二
条
（
公
共
事
業

に
対
す
る
国
庫
補
助
及
び
中
高
年
齢
失
業
者
の
吸
収
率
制
度
）
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
。 

失
業
者
全
体
の
な
か
に
は
県
内
で
就
職
を
希
望
す
る
人
も
多
い
の
で
、
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
沖
繩
県
の
雇

用
条
件
な
ど
実
情
に
即
し
た
、
し
か
も
将
来
農
業
や
第
二
次
産
業
の
振
興
に
伴
い
そ
れ
に
従
事
で
き
る
内
容
の

も
の
も
十
分
に
配
慮
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
沖
繩
振
興
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
に
基
づ
く
「
就
業
の
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
事
業
」 

今
後
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

一
六 

 



 

十
五 

雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
広
域
職
業
紹
介
に
力
を
注
い
で
い
る
よ
う
だ
が
、「
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
」
も

あ
つ
て
あ
ま
り
実
効
を
あ
げ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
に
沖
繩
県
の
中
高
年
齢
失
業
者
は
、「
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
第

二
十
一
条
の
適
用
を
除
外
さ
れ
た
う
え
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
も

行
わ
れ
ず
、
就
労
の
機
会
も
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。 

沖
繩
県
の
資
料
に
よ
る
と
昭
和
五
十
一
年
度
の
県
外
常
用
就
職
者
は
五
千
四
百
九
十
五
人
で
、
同
年
度
に
「
Ｕ

タ
ー
ン
」
し
た
者
は
二
千
八
百
八
十
八
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。 

中
高
年
齢
失
業
者
に
対
し
て
就
業
の
機
会
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る 

か
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

し
か
も
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
者
の
う
ち
四
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
「
県
内
で
働
き
た
い
」
と
の
希
望
を
持
つ
て
い 

一
七 

 



 

十
六 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
八
日
の
衆
議
院
沖
繩
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、
沖
繩
開
発
庁

の
亀
谷
総
務
局
長
は
「
（
沖
繩
県
の
）
雇
用
問
題
の
基
本
は
、
産
業
基
盤
を
整
備
し
、
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
、
沖
繩
総
合
開
発
審
議
会
総
務
部
会
が
出
し
た
昭
和
五
十
一
年
十
月
の
「
沖
繩
振
興
開
発
中
期
展
望
」

で
は
、「
県
内
で
の
雇
用
拡
大
は
産
業
振
興
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
産
業
振
興
に 

ま
た
、
県
外
へ
の
就
職
が
定
着
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
受
入
れ
側
の
企
業
の
対
応
に
も
問
題
が
あ
る

と
の
指
摘
も
聞
い
て
い
る
。
定
着
し
な
い
要
因
が
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
県
外
へ
の
就
職
を
図
る

た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
措
置
を
具
体
的
に
講
ず
る
つ
も
り
か
。 

る
。 現

在
の
状
況
の
も
と
で
、
広
域
職
業
紹
介
を
進
め
る
こ
と
は
あ
る
程
度
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
何
よ
り
も
県

内
で
就
職
で
き
る
条
件
を
で
き
る
だ
け
早
く
つ
く
る
こ
と
が
大
前
提
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

一
八 

 



 

十
七 

沖
繩
県
の
深
刻
な
失
業
を
根
本
的
に
打
開
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
点
の
改
善
も
含
め
雇
用
、

失
業
の
緊
急
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
雇
用
、
失
業
対
策
の
面
か
ら
も
沖
繩
県
の
農
業
、
漁
業
、
伝
統
工
芸

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
、
観
光
業
の
県
民
本
位
の
本
格
的
な
振
興
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。 

従
つ
て
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
、
失
業
対
策
を
続
け
て
い
く
だ
け
で
は
、
沖
繩
県
の
深
刻
な
失
業
は
解
決
さ
れ

ず
、
少
な
く
と
も
さ
ら
に
五
年
間
今
日
の
よ
う
な
事
態
が
続
く
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の 

か
。 

よ
る
雇
用
拡
大
は
相
当
の
期
間
を
必
要
と
し
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
の
後
期
五
年
で
は
見
通
し
は
極
め
て
暗
い

と
い
う
趣
旨
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。 

仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
復
帰
後
十
年
間
も
こ
の
異
常
と
も
言
う
べ
き
失
業
情
勢
が
続
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 実

際
に
予
想
さ
れ
る
こ
の
事
態
に
つ
い
て
ど
う
い
う
認
識
を
持
つ
て
い
る
の
か
。 

一
九 

 



 

十
八 

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
政
府
が
策
定
し
た
沖
繩
振
興
開
発
計
画
の
な
か
で
、
交
通
、
通
信
体
系
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
水
資
源
開
発
と
と
も
に
と
く
に
重
視
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
今
後

の
基
本
的
な
考
え
と
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
で
私
の
質
問
に
対

し
て
、
当
時
の
木
村
運
輸
大
臣
は
「
ど
う
い
う
交
通
シ
ス
テ
ム
で
、
経
営
主
体
は
ど
う
い
う
の
が
い
い
の
か
と 

国
鉄
の
導
入
は
沖
繩
振
興
開
発
の
背
骨
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
生
活
基
盤
と
産
業
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
う

え
で
、
重
要
な
意
味
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 

し
か
も
、
沖
繩
県
民
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
導
入
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
の
鉄
道
建
設
事
業
は
長
期

に
わ
た
り
相
当
多
く
の
失
業
者
を
吸
収
で
き
る
効
果
を
持
つ
と
考
え
る
。 

そ
の
交
通
、
通
信
体
系
の
整
備
の
中
核
と
し
て
、
沖
繩
県
に
国
鉄
の
導
入
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。 

二
〇 

 



 

十
九 

共
産
党
は
、
向
こ
う
五
年
間
に
少
な
く
と
も
一
兆
円
を
超
え
る
財
源
を
「
沖
繩
復
興
特
別
資
金
」
と
し
て
国

が
保
障
し
、
産
業
振
興
を
本
格
的
に
図
る
べ
し
と
の
提
案
を
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
同
じ
私
の
質
問
に
対
し
て
、
昨
年
二
月
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
福
田
総
理
大
臣
は
「
慎
重
に
検
討

し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
お
い
て
調
査
は
も
と
よ
り
検
討
し
た
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、

ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
経
過
を
含
め
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

い
う
こ
と
を
よ
く
調
査
し
て
か
か
る
の
が
先
決
で
あ
る
。
（
略
）
沖
繩
に
お
け
る
陸
上
の
交
通
機
関
と
し
て
は
、

道
路
だ
け
で
は
将
来
を
考
え
た
場
合
不
十
分
で
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
」
旨
の
答
弁
を
行
つ
て
い
る
。 

沖
繩
県
に
国
鉄
を
導
入
す
る
と
い
う
方
向
で
調
査
、
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の

意
思
は
あ
る
か
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
用
意
が
あ
る
か
。 

二
一 

 



 

 

二
二 

右
質
問
す
る
。 


